
選 考 結 果 総 括 表 

府省庁名 消費者庁 

役職 

現任者 任命予定者 

選考経過 
氏名 年齢 

当初就任 

年月日 
前職 氏名 年齢 現(前)職 

(独)国民生活

センター

理事長 山田 昭典 67 R2.10.1 公正取引委員会事務

総長 

[OB] 

村井 正親 59 （株）農林中金総合研

究所エグゼクティブ・

アドバイザー

農林水産省経営局長

[OB] 

応募総数 7 名 
↓ 

書類選考 
    ↓（3 名） 

面接 
     ↓（3 名) 

面接した他の候補者の
情報と併せ、検討の上、 

任命権者が選任 

※ 公務員ＯＢ該当者は、現任者及び任命予定者の「現（前）職」欄に[OB]と記載すること。



役　職 氏　　名 年齢
当初就任
年月日

任期
任期満了
年月日

前　　歴 氏　　名 年齢 前　　　歴

公募 理事長 山田　昭典 67 R2.10.1
-

※1
R10.3.31

公正取引委員会事務総長【公募
OB】

村井　正親 59

（株）農林中金総合研究所エグ
ゼクティブ・アドバイザー
農林水産省経営局長【公募
OB】

内閣総理大臣 R7.6.1

理　事 保木口　知子 63 R3.10.1 2 R7.9.30 (独)国民生活センター審議役 理事長

理　事 澤井　景子 54 R5.10.1 2 R7.9.30

消費者庁付
内閣官房内閣参事官（内閣情報調査
室）
内閣府経済社会総合研究所上席主任
研究官【役員出向】

理事長

理　事 桐原　素樹 63 R5.10.16 2 R7.10.15
(株)明治グループ企画部付
日本罐詰(株)専務取締役

理事長

監　事
（非常勤）

西　貴久雄 66 R3.9.1
-

※2
R10.6

（見込み）
(独)国民生活センター審議役 内閣総理大臣

監　事
（非常勤）

中森　真紀子 61 R5.7.1
-

※2
R10.6

（見込み）
中森公認会計士事務所 代表 内閣総理大臣

※1　理事長の任期は、中期目標の期間（令和5年4月1日～令和10年3月31日）の末日まで。
※2　監事の任期は、中期目標の期間の最後の事業年度（令和9年4月1日～令和10年3月31日）の 財務諸表の承認日まで。
      

独立行政法人国民生活センター役員名簿新旧対照表
現　　　　任　　　　者 就任（予定）者

任命権者 発令（予定）日



（独）国民生活センター理事長の選任理由 

 

 独立行政法人国民生活センターは、事業者と消費者との間に生じ

た苦情に係る相談、消費者に対する啓発及び教育等における中核的

な機関として積極的な役割を果たすことを通じ、国民生活の安定及

び向上に寄与することを目的とする法人である。 

 

 その理事長ポストには、上記ミッションを果たすため、法人を代表

して、消費者、事業者、消費者庁を始めとする関係行政機関、地方公

共団体等、様々な主体と連携を図り、法人の中期計画に基づき業務を

的確に遂行することが求められる。 

 

 本件公募に対しては、７人の応募があり、選考委員会による書類選

考で３人に絞られた候補者について、選考委員会が面接を行った上

で、最も高い評価を得た者と他の候補者に対する評価が示され、村井

正親氏を選任したところである。 

 

 その選任理由は、農林水産省、消費者庁、地方公共団体等において、

多様な構成員から成る大規模組織のマネジメント経験を有すること、

消費者への情報発信の重要性の理解や現下の消費者行政の課題につ

いての知識、また、同氏の堅実性や安定性といった点について、職務

内容書で必要とされる能力、経験が十分にあるものとして、選考委員

会による書類選考及び面接を通じて最も高く評価されたことによる。

消費生活相談のデジタル化、悪質商法対策の強化など、国民生活セン

ターが直面する重要課題に対して、同氏の消費者行政に対する知見、

経験がいかんなく発揮されることが期待される。 

 



 

選考委員会の属性について 

 

【消費者庁】 

 

・独立行政法人国民生活センター 

 

選考委員会のメンバーの属性は以下のとおり 

   ・大学教授       １名 

   ・団体役員       ２名 

                   

    計          ３名 
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